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前 報で述 べた よ うに,生 物 の脂質Y'は イ ソプ レン残











基(第1図)の 重合 した形 の炭素 骨格 を もつ 化合物が
多種 類含 まれ てお り,そ の分 布 は広 く高等動 植物 か ら
細菌 に までお よんで い る。 これ らの中 にはCarotenoid,
Stero1, Vitamin K, Vitamin E, Ubiquinoneな ど生 理
的 に重要 な ものが 多 く,こ れ らはIsoprenoidの 総称
で呼ばれ てい る。
 酵 母 のSporobolomyces shibatanusを 培 養 して,
そ の生 育に と もな うIsoprenoidの 種類 と 含量 の消長
     i)z)
を しらべると,生 育初期の菌体には比較的 イソプレン
残基の重合度の低いSterolな どが多 く含 まれてい る
が,次 第に炭素数の多いCarotenoidやUbiquinone
の含量が大き くなる傾向が顕著に認められ,酵 母の生
理作用にIsoprenoidが 密接な 関 係をもっていること
が うかがえ,こ とに生育初期につ くられるものがどの
ようなものであるか とい う点にご強い関心が もたれる。
かつて筆者 らは大腸菌やCorynebacterium sp.の 不ケ
     3)
ン化物を研究 してい る時に,カ ラムクロマ トや藻層 ク
ロマ トでn一 ヘキサンのような非極 性 溶 媒でよく溶出
され る物質をみつけたが,こ れ らは既知のIsoprenoid
の定性反応はみな陰性で,特 別の紫外線吸収 も示 さな
いので,炭 化水素か長鎖の脂肪族 アルコールと推定 し
ただけで詳細にしらべなかった。 これに該当するもの
として,近 年になって種々の植物の葉や哺乳動物の組
織か らポ リイソプレン骨格を もった長鎖のモノアルコ
ールが 続々発見 されて,Polyprenolの 総 称で呼ばれ
るようにな り,そ の生化学的役割 もだんだん解明され
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Phylloquinone (Vitamin K1) や Menaquinone-6 
のナフタレン環の生合成過程は今日まだ十分明らかに
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glucosamine Muramic acid 
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UTP+Galactose-P→UDP ~- Galactose 
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